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図 マイクロワールド EX のコマンドセンター
. 授業の内容







3 なぜ，割り算は 0 で割ることができないの
4 ニュートンの逐次接近法で平方根の値を求める
5 確率的現象のシミュレーション（電子サイコロ）
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割り算の考え方として，例えば「23÷5＝4 余り 3」を23から 5 を 4 回引くことができることか
.,;_,. 
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もし割られる数 く 割る数 「とまる」
割られる数は割られる数 一 割る数































setb (b + (a / b)) I 2 
setb2 power b 2 
ask "bb[print b] ; bの連続記録
ask "bbb[print b2] ; b 2の連続記録
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oサイコロを頂る




匹 tnum切r(rt1rdom 6) + 1 
:se変tsえhるnumber , サイコロの形を
if number= 1如tc1c1 + 1) 
if number= 2[setc2 c2 + 1] 
if number = J [setcJ c3 + 1] 
準偏ポタンを押す 三1が出た回数 王4が出た回数 玉1が出た確率 玉4が出た確率
if number = 41:setc4 c4 + 1) 
if number= 5如tc.'ic5 + 1) 
（数縫が消える｀ 〇が if number= 6如tc6c6 + 1) 
入る）
サイコロを恢る回数を
玉2が出た回数 王5が出た回数 玉2が出た確率 王5が出た確率 . gへ入力する
サイコロを訳る o謹耳
臼 tplcl / i 
婿率ボタンを押す 玉3が出た回数王6が出た回数 王3が出た確率 玉6が出た確率
辺 tp2e2 I a 
set凶c3/ i 
記録する 蕊 tp4c4 / a 
咲 t必c5/ 1
蕊 t必c£Ii 
























A B C D
◯正方形が描けた 64.1 30.8 5.1 0.0
◯正三角形が描けた 56.4 30.8 12.8 0.0
◯正 n 角形は描けると思う 15.4 51.3 23.1 10.3
◯円が描けた 25.6 23.1 35.9 15.4
◯プログラミングが理解できた 25.6 53.8 15.4 5.1
◯プログラミングを使ってみたいと思った 53.8 38.5 5.1 2.6
◯割り算は，なぜ 0 で割れないかわかった 41.0 43.6 12.8 2.6
◯コンピューターには処理できる桁数に限界がある 43.6 43.6 10.3 2.6
◯誤差 g の値をどこまで小さくすれば，知っている平方根の
値に近づくか 23.1 46.2 17.9 12.8
◯コンピュータが計算できる桁数の限界がわかった 30.8 46.2 15.4 7.7
◯電子サイコロでは，回数を100, 1000, 10000と増やすと，
理想の値に（6 分の 1）近づくことがわかった． 43.6 43.6 7.7 5.1
◯最後に，楽しかった 66.7 30.8 0.0 2.6

















◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
3.6 3.4 2.7 2.6 3.0 3.4 3.2 3.3 2.8 3.0 3.3 3.6 3.2







アンケートの平均点は次のように求めた。アンケート結果より，選択肢 A を 4 点，選択肢 B を
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表 相関関係表
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯
0.676 0.438 0.188 0.390 0.307 0.324 0.380 0.266 0.349 0.330 0.269 0.115
      
◯
0.676 0.547 0.385 0.369 0.183 0.334 0.348 0.212 0.454 0.208 0.263 0.048
      
◯
0.438 0.547 0.456 0.502 0.419 0.298 0.409 0.347 0.449 0.331 0.619 0.468
          
◯
0.188 0.385 0.456 0.444 0.455 0.282 0.216 0.311 0.397 0.465 0.312 0.485
      
◯
0.390 0.369 0.502 0.444 0.646 0.682 0.567 0.488 0.671 0.648 0.680 0.643
           
◯
0.307 0.183 0.419 0.455 0.646 0.523 0.396 0.443 0.578 0.745 0.784 0.658
         
◯
0.324 0.334 0.298 0.282 0.682 0.523 0.378 0.351 0.305 0.608 0.453 0.394
        
◯
0.380 0.348 0.409 0.216 0.567 0.396 0.378 0.483 0.624 0.304 0.505 0.242
        
◯
0.266 0.212 0.347 0.311 0.488 0.443 0.351 0.483 0.716 0.509 0.390 0.362
        
◯
0.349 0.454 0.449 0.397 0.671 0.578 0.305 0.624 0.716 0.507 0.608 0.534
          
◯
0.330 0.208 0.331 0.465 0.648 0.745 0.608 0.304 0.509 0.507 0.602 0.589
        
◯
0.269 0.263 0.619 0.312 0.680 0.784 0.453 0.505 0.390 0.608 0.602 0.674
        
◯
0.115 0.048 0.468 0.485 0.643 0.658 0.394 0.242 0.362 0.534 0.589 0.674
        
相関係数は 5水準で有意（両側） 相関係数は 1水準で有意（両側）











































割られる数 割る数 商 余り
(4)なぜ， 0でわることができないの？
4. 平方根の値を求めてみよう （ニュートンの逐次接近法）
① Fa の a=1. 2. 3・ ・ ・ ・ と入力し，平方根の直bを求める．
② b2=伍であり'aの｛直により近づくまで計算する．
③ 「hajime」ボタンで，データの初期化．「square-root」ボタンはプログラム実行
④誤差の値を g=0.01,0.001, 0.0001• • • • • と小さくする














振る回数 1の目の出 2の目の出 3の目の出 4の目の出


























A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
②正三角形が描けた A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
③正n角形は描けると思う
A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
④円が描けた A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
⑤プログラミングが理解できた
A: だいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
⑥プログラミングを使ってみたいと思っだ
A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
⑦割り算は，なぜ0で割れないかわかった
A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
Rコンピューターには処理できる桁数に限界がある
A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
2. 平方根の値を求めてみよう （ニュートンの逐次接近法）
⑨誤差gの値をどこまで小さくすれば，知っている平方根の直に近づくかわかった
A: だいへん思う B: 思う c: あまり思わない D: 思わない
⑩コンピュータが計算できる桁数の限界がわかっだ
A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
⑪電子サイコロでは，回数を 100, 1 000, 1 0000と増やすと，理想の｛直に (6分の
1)近づくことがわかった．
A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
⑫最後に，楽しかった！
A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
⑬数学が少しでも分かるようになった！
A: たいへん思う B: 思う c: あまり思わない o: 思わない
